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小笠原議島父島忙おける広東住血線虫の朋査研究

小笠原諸島における広東住血線虫に闇tる調査は1968

年6月本諸島が日本に返逓されてから,佐々ら(1969)

による父島での唖境衡生闘査の一森としての棚査がある

に過ぎない.

われわれは東京都の依頼を妥けて1971年6月,フィラ

リア症の調査の際と1972年6月の2回にわたD,父島に

おける広東住血線虫の調査を行なう機会を得た.本詞査

では宿主であるネズミ類およびその中問宿生であるアフ

リカマイ大,イ Aι'h"h'Nd /"1iCα 1こつL八ての 1』;酔U主」位1泉

虫の検索を目的七した.今回の鋤査で住家性のネズミ類

および丁フりカマイマイカ.ら本線虫が検出され, :丁.三1

の知見が得られたので報告すろ.

(11H 和d8甲10Jj1511 妥領)

小竺箙諸島は北繊26度:玲分から27度44分のⅢjの弧熱帯

に位し,父島は来京から約1,oookm 離れ,南北8km.

東西5km の小笠原諸品で最も大きい島である(Fig、

1).二見湾沿いの大村と雨浦にわずかに斗牡也を有する

ほかは島の周囲はほとんどりJり立つた朧である,年問平

均気温は22.6゜C,年勗]降水示 a6Ⅸ)mm)は東京都内と

ほぽ同じ位で四季温暖多湿の海洋性気候と云われてい

1968年'jl, H本に返還され,大村,奥村は住宅地^.

城となつている.

調査地

生延用企網龍をΠ1いた.鉚はサツマイモを用いて設最し

捕獲したネズミの一部は生のま京,また一部は]0%上.
/,

ホルマリン水に浸して才引八た材*"こついて検査した.ネ

ズミ類の検査は開胸,開腔し,肺,肝,腸管を開いて成

虫を検査ナる一力養便検査も併せ行なうた.アフりカマ

」1ma

Tokyo

閥査はネズミ類については1971年'円から19柁年,7門

まで約一力年にわたり捕獲したものについて,アフり力

マイヤイは1971年6月および1972年6j}に採集したもの

について行なつた.

ネズミ類の捕獲はバネ板式(パチンコ)を用い,ー・部
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イマイからの検査は個体毎に貝の殻長,殻幅を計測した

後,殻を砕いて取り除き,貝を細かく切りきざんだ後,

1%塩酸パプシン液によろ消化法で37゜C-40゜C の辨卵

器に約:川分放羅し,ガーゼで遮過し,遊山した第3期幼

虫の有無を調べた.

調査成績

本措謄'では広東住血線虫の検出を目的とし,住家性ネ

ズミ類とその小問佃主のアフりカヤイマイからの検索を

↑了なつた.

1_ネズミ類からの検出状況

批i獲されたネズミ掘iはクマネズミ Rail"S たUh"と

オガサワラノ、ツカネズミ Af"$"mSαι1財$ι10/1ihどπSi'ゞの

2種であつた.クヤネズミは大村の宿舎およびその周辺

で51頭、奥村の豚舎および魚乾燥場で12頭,小柚農場サト

ウキビ畑およびオグラ畑で17頭の剥'80頭(雄34頭,雌46
頭),オガサワラハツカネズミは大村で3頭,小f仙で1
頭の訊・4頭俵kのみ)が捕獲された(F地,1).以上の
うちオガサワラハツカネズミからは寄生虫は全く検出さ
れなかったが,クマネズミからは広東'白址線虫およびそ

の他の寄生輔虫類7種(線山麺5種,条虫類2極)が検
出された(Tablel).広東住血線虫の寄生状況は T北le

2に示される様に大村では51頭中 3頭(5.9%),奥村で

は12頭中 0,小曲で17頭中 3頭(17.696)の計帥頭中 6

頭(フ.5%)に検出された.陽性ネズミの肺動脈内での

本線虫の寄生状況は Tabl0 3に示したが,大村で捕獲
の雌(NO. D,および雄(NO.2)よりそれぞれ1匹づ

う検出された本線虫は幼若雌虫であつた.

成虫雄6匹,雌4匹を計測した結果,雄虫は体長平均

19.4mm (16.4mm~22.6mm),体軒,1平均0.3mm,雌虫
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、reblC 3 Num11Cr of .1. r'11リ0Jkリ1'is found from Pulm011ary arterles of infected R,,'"11h,ゞ

むOcalily

()omuTa

:、、1。

KOTnagnri

、、 ei武】11 1τ

R. r"//"S

* 11Tlmι11UTe 、、,orTn

'1'nl)1C '1 Mcn、urcmcnb of A."イ1J゛io/kリ゛.'is f{川nd

fr0111 1)UI】nonιIT)' nrtorieH of iofected

R.1'd/his (mm)

'1

140

H氾

Male

Sex

Female

入,1nle

N1ι11e

Body leng111

BO'y width
(at wi'1eS1 1)arl)

OCS01)1】agus lenR111

Spiculus length

150

1'15

Number of

JI."'1,1iイ,,1ι,,1'/S

N1ι11e

入'1alc

Femalc

FCηlalc

1 20

Fenlale

FO『nnle

6 Worms

MCιln

19.'1

0.3

0.遁

BO{1y leng111

乃ody 、Ykhh
(at 、、,idcst l)art

Ocsophιlgus length

Vulvn

(frorn p051Crior C11()

'へnus

qrom poslcrior eil(D

6

*

'10ι;11

り

0.05

Range

16、4 ~22.6

Otl)er specics
foUηd

0_'1;」

1, H

')

アフり力,イマイは本線山の小1州詑繍辻して知られ,

焚島には多数常在し,特に二見港湾地城,扇浦と三力

刀"1,ハツ瀬川流城ぱ密度が商く,父島の11」地および東

南地域は茗しく密座が低いといわれている,昼Ⅲ11挺響葉

トまたは石の1殉にひそんでおり广佼価または早朝に歩き

廻つている.アフり力やイマイσ小oto.1)の採集」也は

Fig. 1に示した如K,火村,奥村,扇浦,小港および

小Ⅲ1の5地IKで,火村,奥村は住居地城,扇浦,小港は

海辺に近い、雛ホ朴,小1拍は膿場内のバナナ剛であつた.

アフりカプイヤイからの第3期幼虫検出状況を採染地別

にみろと T北IC 5 に示Lたmlく,火村では 1訓個体中

27個体(21 896),奥村で84仙体中10仙体(11.9%),扇

浦で50個体小9 催体(18.0%).小港で79個体小 22 個体

(27.9%)および小此で(川側体小 20個体 C粥.:坪6)のIH

:均7個体小認側体(訟.2%)で余地区のものに検出され

た.,1,でも小Ⅲ1で採集のアフりカマイマイに泉も商率に

検出された.井j3捌幼虫20匹を計爪11した結果,体長平均

0、'15mm (0.'12mm~0.d9mm),体幅平均0.021nm (0.02

mm、0.03mm)で形態学的にも1.〒徴のある'4Ngm甜"

"ⅡAC、'h,"'υリ'リk,hsi'第31り1幼虫に一歎した CI、゛ble 6,

Phot0 ご).検査したアフりカマイマイの火きさは殻長,

3,3CT"~9,8Cm.玉奨'間2.1Cm~'1.7CTn であつた. 1場竹リ雫

を殻長別にみると Table 7 に示ナ血K,殻長dcm 以

、トの側体では全く検1"され十,4Cm~ 5Cm 台に傑かに

川出心 a 4%)が陽性で,火部分の陽性貝は殻長5Cm

~10cm の問の仙体で,陽性率平均32.3%であつた.そ

の1人」訳は殻長6Cm~ 7Cm 台は 31 9 96, 7Cm^ 8C"1

六は39.0%.80m~ 9Ⅲn 台は30%であつた.採集地1茎男11

では殺長50m 以上の側体での陽性貝は小曲の採染地1父

で検査数の約 V.を占める商率であつた.陽性貝の小で

貝 1個体宛の保イ・i第3期幼虫数平均は63'0匹であつたが

1 個体宛の第3捌幼山数の最高は6郭匹であつた(Tobl.
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'1 、YOTms

~ 0.2

、ゞ/1'011gY/ok/ι,S I'ι11ii

は体↓乏平均28.7mm 26.11ηm~33.5mm)、付'幅平均0,'1

mm であり,';1Ⅷ1Ⅱ1女および形!血学が」にもに'・1Ⅱgio.ヅJ・・

0,ιg.、,1"工ιa/jh,/hリ,si,ゞ chc"、 1935 に一致しナニ(1'nl)1e

4 ).

広東住血線虫以外の内部寄,1{虫としぐクマネズミから

線ι115 郁,ラち11"符から 4 師,入、il,ルy,'0πg、,/Ⅱ' 0,'α'・

ilieナ1Sis (6.300, S/1'0"g、,10i'1ι,' 1."111 5'00。,?'1・ん、・

111ιJ'i$"ιtu'iS 5.0゜0, S〕,1)/1a"ia 0ι,τ.eJ'"1α 1.300)カニ,

曽力、ら,1 雫li lJ/、0/ovjhリil.イ1 リ」"J.i' 10.00。力井金1ι"さオ1.

条虫 3 令需,う之)11号〒;;カ、ら 1'奇k,1b,"1ιリ101ιYji"ιlh,Ⅱ'JUⅡa

(2,596), j1干力、ら 1 弔E, C、Y,ヅんΥ1'ιlis /dδ'ιh,んIJ'iS 12、5

%)が検出された.

ヨ)アフりカマイノイからの築3捌幼山検出状況
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'ral)1e 6 入'1ensuTemenls of 3td・stagc lar、'ae of "1.ι'ult011C11Iis found from
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.)0

BⅨb
Ie訂g小

0.45

0_42~0.49

IRI)1C 7

Sizes of

釘玲il(cm)

BⅨly
Wid小

0,02

0.02~0.03

'1'11e pre、,nlence of 5nai】s infected 1見'i111 3re・stage lnrvae of 、4、αυli011e'ゞis

nmong "1"11a/i"n fNlica in varioug siヱCS

3~4

4~5

5~6

6~フ

フ~8

8~9

9~10

T0ιal

1、1Crve

τ11】g

0.08

0.08~0'09

5.1

Other orgaTIS

Pa如Sitize({

Mte(9り

NO

ela1τline(1

Leng小

End of

OesP11agU5

0.18

0.15~0.19

17.9

47

71

40

123

82

30

4

397

Aι力αh'hd /"h'ra (mm)

1'ablC 8 1)ody of Aιjl"in"1 j)iliιαDistrihuti011 0f 3rd・5ι且ge larvne of ゛'1.ιιυ1/OJlf/1Sム in the

{rotn 11ead
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6).またアフりカヤイマイ内の第3捌幼虫寄生状況を

みるために,足およびヤントル部と消イ捻泉およびその他

の部の2部分に分けて7個体を検査したところ T北le

8 に示ナが血1<,足およびマントル部(41.9%)と消化

腺およびその他の部(58.1%)とではその寄生状況に茗

しい差異は認められなかつた
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Foot and

Nufnbet of larvae

PeT positive sn皐H

Nlean Range

PositiYC

地tc (06)
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さきに横浜・川崎港湾地区で捕堕のドブネズミ(堀

ら,1969),来京港湾地区で捕独のドブネズミおよびク

ぐネズミ(堀・楠井,1972)の肺動脈から広東住血線虫

を検出した.また東京港湾地区ではコウラナメクジ2種

から本線虫幼虫を検出し,この地区での好適な中問柄主

として報告した(堀ら,1973).今回小竺源諸島父島で

抽獲のクヤネズミから本線虫を検出し,またアフり力゛
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3-221
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1-"8

3-286

察

イマイから第31切幼虫を1'率に検出した.

日本ではさきに沖細詣島で N鯰him"Tn (1964,196の

がドブネズミおよびクヴネズミの肺動脈から成虫を検出

し, i小繩本島およぴ工打!.'島のアフりカマイ中イから,宮

古島,石垣島および西爽島のアシヒダナ〆クジから第3

期幼虫を検山している.しかし川島ら a965)は奄美火

品畠瀬市内で,また神谷ら(1968)は雅美大勘南部の古

仁民およびり・論島で広汎なm§査を行なつたにも拘ら十ネ

ズ類および:1:着のアフりカマイマイからは本線虫を検出

していない.小笠原諾島では父島で佐々らがアフりカマ

イマイから第31切幼虫を検出し,ラットへの感染突験に

より則班山脈から成虫を将,広東住血線山を碇認している.

今匠1はクマネズミ肺動脈から本線虫が得られた,京た沖

繩では町・郵様・亥玖嶺(1972)が本線虫によろと思われ

る好酸球性従腔炎の4症例を報告し,そのうち2例は明

gland a"d
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らかにアフりカマイマイ摂食の例,他の2例はアフり力

マイマイを繋手で取り扱つた経験のあろ例で何れもアフ

り力,イ?イとの接触により起因したものであろうと述

バてぃろ.また7フりカヴィマイ内での第3期幼山感染

にっいて国吉ら(1972)は沖繩で殻長5Cm 以上で体重

20g 以」二の仙体になろ七感染が急、激に上,1・すろ傾向のあ

ることを報告し, waⅡιWe & Rosen (1969)はハワイ,オ

アフ島で殻長別に感染率を観察し,幼貝にも寄生はして

いるが幼貝より成貝に薯しい感写艇事の増加1が認められ,

しかも貝1個体内の寄生幼虫数も著しく増加していると

述ーミてぃる.今回の謝査で,アフりカマイマイから平均

22.2%に第3期幼虫を検1.6し,しかも成貝(殻長5Cm

以、1二)では平均詑.3%の商率に検出され,国吉らの1齢貰

とほぼ殉様の結果が得られた

今回父島で木線虫の宿主であるクヤネズミから成虫を

得,またアフりカヤイマイから第3瑚幼虫が闘率に検出

されたことは疫学」二鴛要な意鞍をもつものであり,人へ

の感染可能性も含め十分な予防処置を講十バきであろ

フ.

1971年6打から1972午7河まで小笠雰濡者勘父島で捕襲

のネズミ狩iにつぃて広東住血線虫の調査,1971年6月お

よび1972午6刃父島で採集のアフりカヤイマイ"4dm・

ル氾f"h'm について広東{主血線虫幼虫の謝査を行な

い,畝:の結果が得られた.

1_ネズミ類ほクマネズミ R"1h6 π"h'S およびオ

カ゜サワラノ、ツカネズミ AI"S "Ni$ιⅡh6 厶0"hルNぶ6 の 2

極が捕獲され,クマネズミ80頭(雄34頭,雌46頭),オ

ガサワラハッカネズミ雄4頭について検査した.

2.クヤネズミ6頭(フ.5%)の肺動脈よリ線虫を得,

検討の叢ケ果,広弓i住血線虫 Aπgiosh'0リg〕'h"ιω"0"e・

那6 と同定した,オガサワラハツカネズミからは広東

住虫線虫は検出されなかつた.

3.父島の5力所(大村,奥村,扇浦,小港および小

肋)で採集した7フりカマイマイ 397個体にっいて広東

住血線虫第3捌幼虫を検査し,那個体(22.2%)に検出

され,しかも陽性貝の殆んど四9.2%)は成貝(殻長5

Cm 以」ニ)であつた.

以上のこ七から父島ではアフりカヤイマイが好適な小

間宿主と考えられ,またクマネズミから広東住血線虫が

検出されたことも併せ,疫学上重斐なことである,

倍を終るに当り,御校閲を賜つた東京医科街科火学咲

まとめ

217.
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D',ノ」ιυ'h/1CJli o/'1/fιliια/ ZO0/ogJ.,1"rhlij.0.f .11edifhle, y'αι、、'0

.11'Ylin!1 ιIJ1ιI DC11ial ul,h'CI',cil、、,、 70ι..、,0.,1a/」0,1)

YOSHITAHE IVADA

(ノ)゛1」d,・/"kリ" 0/ノ七U,dsil010gj,,1N$h'1Ⅱiι 0/'、14,ιliral soinre,

1.',1i;,ピ,'li/、、・ of T01つ、0、 70ι、、'0、,1d,a,1)
and

YOSHⅡ・ⅡSA KUSUI

(T/h, oqa.抗?C,ard 6e円CJ'αι 0ιliイ"

Sur、,cys of ごいgiosh'0町g、'/ti'ゞ nυ1/0/1'リ1'1ゞ 1n h0Ⅱヌe rodcnt5 肌'ere 111ιlde in the chiC11i'jima!

Ogn5a、、,nra 151ands (1UTirlg 111e period {rom JunC 1971 to July 1972, and 5U"'eys of dle 3τd'5toge

】arva of '、1,ι'JJ110JleJIゞis in .・1ι'11aii,1'ι/ι゛1iイ,'1 熊・ete als0 1れnde in t11e snme nTeas in Jurle 1971 nnd

in lune 1972_ T11e rcsu】【 oflnincd 訊'erc 05 f01】0、、,S

D six o( 80 Rdl/"S I・diiii.ゞ(フ'596) C011ecled in o0111UTn, okumur皐 and Kolnngari area5

肌,ere f0口nd ι0 1)e l)atasiliえed 、、・it11.1.'・aJがOJleJlsi.ゞ_ No i11fecti011 0f '4."'1,リ0,1e,1Sis 、、'a5 found
{rom 4 31"エリ1"'ι1リ1i'ム0"hle円Sis c011Ccted in the same aTeas、

ご) Eig11U, cight of 397 Achah)jd juliιι1(22.296) C0Ⅱected in oomuTa, okumura, oogluTa、

1くomiTlalo nn(1 Kom11gari areas 、、・erc {ound to be pnTasitized wit11 3rd・stage larvae of 11. Caリ'

io/1Cnsis. Alm05t aⅡ of 5"a11S I)aTnsitized 、、'jι11 3td・stage lnrvae of '4.ιdπi0πe11Sis 、vere mature

$nails melNured bel、、'eeT1 5Cln l0 10cm i0 瓢2e of 511eⅡ


